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地理空間情報の活⽤と地域の視覚化
〜利活⽤コミュニティの開拓・連携を⽬指して〜

東京⼤学空間情報科学研究センター・特任講師
（併・⽣産技術研究所「デジタルスマートシティイニシアチブ」協⼒研究員

併・地域未来社会連携研究機構 参画教員）
放送⼤学・客員准教授

https://researchmap.jp/tosseto/

https://researchmap.jp/tosseto/
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Contents
• ⾃⼰紹介
–「オープン」をキーワードにした様々な利活

⽤コミュニティの開拓
• 地域の視覚化
–デジタルシティプロジェクトを事例に

• データ統合に向けて
–視覚化をスムーズにするためのいくつかの

データの標準化・オープン化
–今後の展開
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http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/japanese/research_activities/joint-research.html

年間を通じて空間データを使った共同研究
お待ちしております︕︕

http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/japanese/research_activities/joint-research.html
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ӖNICT㡦鋔溿狒٬⪦⺱溿狒꞊鵽
䄫妨⶜׾ֽׄמ⛮㵸釨嘗舅媩ג׊✳٤؅껮٘ب٭آؼِٖؤٜذةظ٬
⥸㑔׽ׂטהױ20182020֐
٬域┩♏㑔䄫妨⶜⥸㑔ّ٭ؚنعشٚو20162018֐
٬SODA: 2017֐2014ؔطبع٭ُت٤٬و٭؛
2017֐2014عؠؘةٞوױ׾ׂׂ׼גע٬
٬G狜ꝴסّ٭ؚنعشٚوꝧ氦٬吾錞20142015֐

Source: http://sekilab.iis.u-tokyo.ac.jp/

ӖסחKey Project
• ☔չס孱Ⳃ؅銶峮׊车Ⳃٓכٜظ磝⺬י׎䫟
㲊׾׌ն

• ☔չס孱Ⳃ؅喋չם⮆ꄇמ鸵榫׾׌ն
• 齉䄫ؕ؅ذ٭ظٚن٤鲅鵭מ丝⤓׾׌ն
• ㎁׷㏐㓊ס䗯㕔孱鵟؅錃銶٬啶疣׊յ齉䄫؅
껮Ⳃ׾׌ն

Ӗ2019䇗֐⽣産技術研究所「デジタルスマート
シティイニシアチブ」社会連携研究部⾨を開設

http://shiba.iis.u-tokyo.ac.jp/
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地域情報のデジタルシティ化
データ連携︓Digital City Project

地域課題解決のためのCivic Tech ｘ Open Source based platform

オープンデータ・コミュニティの場
の構築︓Urban Data Challenge

市⺠協働とAIを組み合わせた次世代
型インフラ管理︓My City Report

���

⾏政データによるまちの将来像
視覚化ツール︓My City Forecast
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インフラデータ・デジタルデータを活⽤した
コミュニティ拡⼤

=アーバンデータチャレンジ2020 (6/30 kick-off)

☪䇗ע2020䇗6僖30仼PMع٤يؕن؛ؠش؞מYouTube Live ꝧ⤹◀㲊׌ך
http://bit.ly/UDC_channel
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次世代型市⺠協働プラットフォーム My City Report
実施主体︓MCRコンソーシアム
実施地域︓千葉市(2019/9ちばレポより移⾏)、⼤津市、加賀市、和歌⼭県、花巻市、東広島市

あなたのまちをみんなで住みやすく 〜 少⼦⾼齢化社会に向けたICTを活⽤した市⺠協働プラットフォーム

官⺠協働
サービス

取組の概要

取組の成果

取組の背景

①MCR投稿アプリ（市⺠） ③AIによる道路損傷⾃動検出アプリ
(⾞載)

②MCR進捗管理画⾯（⾏政）

M City Report
for Citizens

④道路管理AIダッシュボード（事務所）

My City Report
for Road Managers

地域課題
・⼈⼝減少による担い⼿・財政・技術者の不⾜
・公共インフラをめぐる様々な地域課題（⽼朽化など）
・市⺠側の地域への無関⼼

◆ICTを通じた市⺠と⾏政の新しいチャネルの形成
◆市⺠と⾏政の直接的な協働機会の形成
◆統合CRMを含めた⾏政運営の効率化
◆IoT・機械学習を⽤いた道路舗装損傷の⾃動抽出

スマート
シティ

市⺠による街の不具合の
発⾒・⾃⼰解決に関する投稿

道路管理者による巡回時の
道路損傷の⾃動検知

＜マインド＞
・市⺠側︓従来⾏政に関⼼が薄かったスマートフォン利⽤者層による市
⺠参画→参加者数約6700⼈(2019/12末現在)
・⾏政側︓経験の共有→処理⼿順や基準の共有、総会での意⾒交換
・開発側︓オープンソースでフレキシブルな機能拡張、利⽤者駆動開発
＜コスト＞
・クラウド共同利⽤環境による費⽤低減
千葉市︓市⺠投稿システム利⽤料年額538万→380万
・道路損傷の⾃動検出、⼀連の不具合対応のシステム化により、⾃治体
職員の業務効率化とパトロール⼯数や費⽤の削減を実現
＜横展開＞
・参加⾃治体数︓1県5市(参加済)、2都県10市(予定・検討中)

クラウドを通じた
利用環境の提供

NICT委託研究「次世代型市⺠協働型プラットフォーム」（2016〜2018）から展開
2019年4⽉よりコンソーシアム化、ICT地域活性化⼤賞2020奨励賞受賞

https://mycityreport.jp/
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スマートシティｘ都市管理︖
• 都市管理に関わるデータ活⽤や市⺠参加の制度・デザイン
• キーワードとしての”スマートシティ”や”デジタルツイン”な

どに、都市管理やデータ活⽤がどのように向き合うか︖
• COVID-19の影響下で⼈々の⽣活様式の劇的な変化や⾏動

変容も求められるように…
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スマートシティや地域課題解決の現場における
地理空間情報に対するニーズ・活⽤主体は多様

→ データの意味や粒度（精度）を理解しつつ出来るだけ幅広に利活⽤したい

樟⮆ꄇذ٭ظ鵽䯥 H28䇗䈱䤗软㕔⼔傴
عؠؘةٞو鵽䯥ذ٭ظ樟⮆ꄇّٚ٭ؚنIoT 䫟鶟ع٭ُت
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多次元・⼤規模な空間データは多様
素早く視覚化＆様々な地域で共有(連携)したい

→ インフラ分野は，同時にデータの意味・定義も属性情報として知りたい

Free and Open Source Software 
For Geospatial (FOSS4G)の世界的台頭
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⼩規模基礎⾃治体におけるデジタルシティ化
→出来る限り「マッピング」して地域の共通イメージ＆アイデアを想起させる

デジタル裾野
⾯積︓ 138.4 km²

⼈⼝︓ 5.1万⼈

デジタル南砺
⾯積︓ 668.6 km²

⼈⼝︓ 4.8万⼈

https://www.digitalsmartcity.jp/susono-city/

https://www.digitalsmartcity.jp/nanto-city/
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デジタル◯◯の使い途
データ活⽤の地域実装を⾃治体とともに: 

「市⺠協働型まちづくりデジタルコミュニケーション
研究会（南砺市・裾野市）」における
ワーキンググループ活動で活⽤予定

邰ꄇ䄫Code for Japanր٭ِظ؜ؓذ٭ظց璡׵כ鵽䯥
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デジタル裾野研究会での活⽤

邰ꄇ䄫妨⶜⥸㑔٤٘ب٭آؼِٖؤٜذةظ׽ׂטהױ溿狒⚡ٜذةظ邰ꄇ溿狒⚡



2020/06/04 スマートIoT推進フォーラム・テストベッド分科会 14

Mapbox GL JS (3-Clause BSD license): Mapbox社
C++ ベースのJavaScriptライブラリ

WebGLでのレンダリングを中⼼に，ベクトルタイルの視覚化も可能

https://www.mapbox.com/mapbox-gl-js/example/setstyle/
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Deck.gl (MITライセンス): Uber Technologies
WebGLベースの探索的なデータ分析＆視覚化⽤フレームワーク

http://deck.gl/#/examples/overview

https://github.com/uber/deck.gl
http://deck.gl/
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プロトタイプ構築にあたって検討した
データや処理フロー 【オープンソースを前提に】

CAD
㍲ꪫ

燯Ⳃ
ذ٭ظ
☔٬╾
擻׽

轼佔槆⥼
芑狜⫝洠

䇶㓊
䋦擻

ذ٭ظ
憠紮

ذ٭ظ

Mapbox GL JS  Deck.gl׾׻מت٭ي
㲔狜ꝴؕذ٭ظٚن٤鵽䯥ّ٭ؚنعشٚو

GLTFLoader
/Three.js璡 3Dٜؕذ

嘅냕
ذ٭ظ

ٜؕذٜعؠيٜؕذذتٚ

LAS璡Text SHP, OBJ, CSV璡 TIFF璡 DEM璡DXF璡

产錃
畘杼

ذ٭ظ

㓹儖氳עמ⸉׼־ذ٭ظրٜؕذ⴫ցי׊嶖⤓
錉钯׾׀ך
⸊עס׵
ؗرذ٭ظ
׵غ٭٤ٞ

☪䏲ס鐐갭
㷯䓪⡁׳⻠؅䗯㕔 ̜ 㵧全ע辐炐׷吾碟ַגַ✳׵י׊כ٭؞ס
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「デジタル裾野」 掲載データ（抜粋）
主にオープンデータとしてダウンロード可能なデータ。2020年4⽉13⽇時点

データ名称 データの内容 元データの形式 元データの容量

航空写真 ３年毎、元⽇前後の航空写真 Geotiff 13.4GB

都市計画主題図
（2019年6⽉）

市街化区域，地区計画，市街化調整区域，⽤途地域，【追
加】準防⽕，都市施設その他，都市施設公園，都市施設緑
地

Shape 400KB

公共施設位置情報
公共施設、観光ポイント、AED、警察施設、公⺠館・集会
所、wifi、避難所、宿泊施設、医療施設、Wikipedia記事
QRコード

Excel, RDF 数10KB

すそのーるGTFSデータ ⾃主運⾏バスすそのーるのバス停、路線、時刻表データ
（バスの動き） GTFS 200KB

防災マップ
⼀時滞在者避難者⽤リフレッシュセンター、救護所、救護
病院、警察災害派遣隊、広域避難地、市緊急輸送路、指定
避難所、消防詰所、消防施設、福祉避難所、物資集積所

Shape 数10KB

⾏政区域図 2019年4⽉1⽇時点 Shape 1MB

認定路線（市道） 市道番号、路線枝番、路線名称 Excel 600KB

橋梁位置 橋梁名、橋梁位置 Shape 48KB

市道路線網図 市道路線図 Shape 2.4MB

道路台帳附図 道路台帳附図 Shape 125MB

3次元ポイントクラウドデータ 静岡県・⼟⽊⼯事，地形（航空レーザー点群データ） LAS 数10MB〜数10GB
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「デジタル南砺」掲載データ

No データ名称 データの内容 出典（関係部局）

1 なんバスGTFS-JPデータ 2019年10⽉1⽇改正分・停留所および
路線

地⽅創⽣推進課
（オープンデータ）

2 南砺の逸品事業者リスト 2019年度・95件の事業者 商⼯課
（Webページ公開データ）

3 公共施設位置情報データ
南砺市保有の公共施設リストのうち、位
置情報が付与されているもの・約300施
設分

⾏⾰・施設管理課
（Webページ公開データ）

4 地域づくり協議会境界データ
国勢調査⼩地域統計ベースに31の地域づ
くり協議会単位に分けたもの。⼈⼝数・
世帯数・18歳未満同居世帯数・65歳以
上⼈⼝数の属性

なんと未来⽀援センター・
総務省 eStat

5 道路関係データ 国道・主要地⽅道・県道・市道
道路橋梁・道路踏切・トンネル

建設課
（道路GISデータ）

6 農地の区画情報（筆ポリゴン）データ
2019年度・200メートル四⽅区画に区
分し、衛星画像等をもとに筆ごとの形状
に沿って作成した農地の区画情報

農林⽔産省
（オープンデータ）

7 都市計画基礎調査関連データ 2018年度調査分・建物利⽤現況データ，
⼟地利⽤など 都市計画課

主にオープンデータとしてダウンロード可能なデータ。2020年4⽉15⽇時点
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https://docs.mapbox.com/mapbox-gl-js/style-spec/
https://qiita.com/hfu/items/dd4e046676a0abf0e5a5

基盤地図系︓「タイル」⽅式への変換
• タイル化︓表⽰スケールや範囲に応じて徐々にデータを表⽰可能
• ベクトルタイル︓style.jsonを組み合わせることで，地図上でベク

トルタイルがどのように視覚化されるかについて⾃在に表現可能
– Mapbox Vector Tile Specification (MVT)は，CC-BY 3.0 USライセンス
– 地理院地図や国連ベクトルタイルツールキット（UNVT) でも活⽤

• 例︓建物⾼さデータは階数データを基に⽴ち上げ (2.5D)

https://docs.mapbox.com/mapbox-gl-js/style-spec/
https://qiita.com/hfu/items/dd4e046676a0abf0e5a5
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標準的なバス情報フォーマット（GTFS-JP)
⽇本では当初コミュニティベースでガイドライン等を議論し

2016年から国交省でも標準化対応。現在では全国260以上の事業者が採⽤し
オープンデータとして公開
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3次元ポイントクラウドデータの視覚化: 3D tiles
ꯁ泘⺲ 3D tiles (Analytical Graphics, Inc.)
⪦鵟憠 • ة׀♀ٔزتؠط٬غؗٚؠع٤َؕ

ם鼧啶鵰⫁ס䋦擻׍׼םײסذ٭ظ؛
䋦疣擻סوؕذ٤ցؕصٜذةظրל
㵚䑴׵מ٭ٕؕٝء٤ؔظٜل
https://eng.uber.com/3d-tiles-
loadersgl/

䎬䌋 • 㓹儖氳ذ٭ظٛػؕفעמ⽛׊⭳צ
榫סJSON䎬䌋ך啶䡗

• B3dm㏐䎬3׷D䋦擻紮㛻釨嘗ٓظ
ٜ: glTF, i3dm3סص٭قDٓظ
ٜ, pnts憠紮ذ٭ظcmpt樟
؅鵽磵ٜؕذ׾ם

⮵榫❆ • Cesium, Mapboxت٭خ٤و٭؛, 
Bentley, Vricon, Cityzenithלם

و٭؛
٤䓪

• Github؅鵟٭ؔنס׼־٭ا٭ٗג׋
荁䷉ם犉哕氳׾׻מؠشفغ

• Github: commits(949), issues(56), 
Fork(237), contributors(20)

جؕٚ
ت٤

• CC BY 4.0辐炐
• OGC Community Standard 



2020/06/04 スマートIoT推進フォーラム・テストベッド分科会 22

韮⼭反射炉: LAS 4.7GB (3D tiles 約100MB)
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https://hackmd.io/gE_K4jMtQButSkvGXFuB-g

https://twitter.com/_darger/status/12614961284
38071296?s=20

静岡県 富⼠⼭南東部・伊⾖東部 点群データ
(CC-BY 4.0 3.3TB分）

뇂ⱱֵכ׾םמ٤و٭؛ֿذ٭ظ׾企鵭孨榫ֿ㡎׾ױӧ

https://hackmd.io/gE_K4jMtQButSkvGXFuB-g
https://twitter.com/_darger/status/1261496128438071296%3Fs=20
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より詳細な都市・建物モデルの統合も⽬指して…

（もっとデータやプラットフォームがオープンになると
さらにBIM系のプレイヤーの参⼊も期待︕︖）

ӧCityGML3.0  OGC
https://doi.org/10.1007/s41064-020-00095-z

ӧIFC4.0   buildingSMART International (bSI)
https://portal.ogc.org/files/?artifact_id=92634

https://doi.org/10.1007/s41064-020-00095-z
https://portal.ogc.org/files/%3Fartifact_id=92634
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Thank you!

tosseto@csis.u-tokyo.ac.jp
http://researchmap.jp/tosseto

https://speakerdeck.com/tosseto

http://researchmap.jp/tosseto
https://speakerdeck.com/tosseto

